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10
月

26
日
、
ゆ
う
ば
り

再
生
市
民
会
議
主
催
に
よ

る
、
『
認
知
症
学
習
会
』

が
開
催
さ
れ
、
約

30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

講
師
は
砂
川
市
立
病

院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
長
、
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

中
空
知
・
地
域
で
認
知
症

を
支
え
る
会
』
理
事
長
の

内
海
久
美
子
先
生
で
す
。 

最
初
に
長
門
裕
之
・
南
田

洋
子
ご
夫
妻
の
ス
ラ
イ
ド

を
映
さ
れ
ま
し
た
。 

「
介
護
さ
れ
る
人
も
、
介

護

す

る

人

を

支

え

ら

れ

る
」
洋
子
が
僕

の

世

話

に

な

っ

て

い

る

よ

う
に
、
僕
も
洋

子

に

よ

っ

て

た

く

さ

ん

の

も

の

を

与

え

ら

れ

て

い

る

―

こ

の

こ

と

を
、
ま
ず
忘

れ

な

い

で

―

と

話

し

始
め
ま
し
た
。 

最

新

の

認

知

症

検

査 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
（
従
来
の
Ｃ

Ｔ
で
は
表
わ
せ
な
か
っ
た

血
流
量
や
代
謝
機
能
の
情

報
が
得
ら
れ
、
と
く
に
脳

血
管
障
害
や
心
疾
患
の
診

断
で
威
力
を
発
揮
す
る
）

に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

外
来
は
３
カ
月
待
ち
～

で
も
２
泊
３
日
の
入
院
検

査
な
ら
、
そ
れ
ほ
ど
待
た

ず

に

で

き

ま

す

…

と

。 

「
ご
家
族
が
お
か
し
い
―

と
思
っ
て
も
、
患
者
自
身

が
大
丈
夫
と
言
い
張
っ
て
、

受
診
を
拒
む
場
合
も
多
い

の
で
、
そ
ん
な
時
に
は
…

（
囲
み
記
事
『
認
知
症
ケ

ア
の
基
本
』
参
照
）
」 

 

最
後
に
『
認
知
症
は
、
90

歳
前
後
に
な
る
と
８
割
以

上
の
方
が
発
症
し
ま
す
。

で
も
、
五
感
や
情
感
は
鋭

く
豊
か
に
残
っ
て
い
る
。

ぜ
ひ
、
夕
張
市
も
安
心
し

て
認
知
症
に
な
れ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
く
だ

さ
い
』
と
参
加
者
に
エ
ー

ル

を

お

く

り

ま

し

た

。 

  

５
周
年
記
念
交
流
会 

  

11
月
１
日
（
土
）
は

ま
な
す
会
館
に
お
い
て
、

「
さ
ぽ
ー
と
セ
ン
タ
ー

シ
ュ
ー
パ
ロ
」
が
、
お

弁
当
の
宅
配
事
業
を
始

め
て
か
ら
５
周
年
が
経

っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、 

お
祝
い
の
会
が
開
か
れ
、

１
０
０
名
を
超
え
る
関

係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。 

『
一
般
社
団
法
人
ら 

ぷ
ら
す
』
代
表
の
安
斉 

尚
朋
代
表
は
、
挨
拶
の 

中
で
「
障
が
い
を
持
っ

た
人
が
、
親

の
亡
き
後
、

地
域
で
自
立

し
、
生
活
で

き
る
よ
う
に

―
作
業
所
が

欲
し
い
―
と

い
う
親
た
ち

の
熱
い
願
い

の
下
に
、
〟

何
と
か
障
が

い
を
持
っ
た

人
に
働
く
場

を
〟
と
の
一

念
で
、
手
探

り
で
始
め
た
事
業
で
し

た
。
地
域
の
皆
様
や
関

係
諸
機
関
、
親
た
ち
の

ご
理
解
と
ご
協
力
で
、

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て

仕
事
を
す
る
メ
ン
バ
ー

の
姿
が
今
こ
こ
に
あ
る

こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。 

 

若
菜
連
合
町
内
会
顧

問
の
川
村
実
さ
ん
の
挨

拶
、
支
援
者
の
会
ひ
ろ

ば
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

紹
介
の
あ
と
、
メ
ン
バ

ー
達
の
紹
介
と
続
き
、

い
よ
い
よ
昼
食
は
バ
イ

キ
ン
グ
。 

腕
を
ふ
る
っ
た
料
理

を
楽
し
み
、
更
な
る
発

展
を
祈
念
し
ま
し
た
。 

 

★『認知症ケアの基本』本人理解がケアの基本  

…認知症の人の心理、体験している世界… 

●わからないことの連続  → 不安と混乱  

・思い出せない、何かがおかしい  

・考えても考えてもわからない  

●家事や仕事の失敗  → 自尊心の喪失  

・自信がなくなる、孤独、あきらめ 

●現実の世界についていけない → 焦燥・恐怖  

・周囲とのずれ、戸惑い、焦り、苛立ち  

●自分自身が壊れていく → 強い恐怖  

～認知症を持ち、懸命に  

自分らしくありたいと願っている姿～  

 

★認知症の人とのコミュニケーションのコツ 

・楽しい、普通の話題で会話を始める  

・共感的な笑顔で、声かけ誘導はゆっくりと  

・声量は低く、かつ柔らかな大きな声で  

・目線はその人より低い位置から 

・相手の話には相槌を打ちながら、相手の言葉を要

約してこちらの理  解があっているか確かめる  

・情報を伝えるときは、やさしい言葉でひとつづつ 

・言葉だけではなく、しぐさ・眼差し・態度などで「安心」

「楽しさ」「嬉しさ」の感情面に働きかける  

 

★秘められている様々な可能性  

・五感が鋭く残っている  

・情感は豊かに残っている  

・昔の記憶は宝物  

・身体で覚えた記憶力の威力  



日本共産党の地域新聞 発行所：日本共産党夕張市委員会 夕張市千代田 2番地の 1 TEL &FAX 52-3097 2014年 11月 16日（日）第 1489号(２) 

市議くまがい桂子 Facebook,  HP：http://www.kumagai-keiko.net/   Twitter:@Wind_Yuparo もご覧ください。 e-mail : kumagai.keiko@gmail.com 

 

夕
張
市
文
化
協
会
創
立
６０
周
年 

 
 

 
 

記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

夕
張
・
飯
場
と
坑
夫 

① 
 

 

炭
鉱
を
開
い
た
が
、
暗
い
闇
の
地
底
に
働
く 

人
び
と
を
、
ど
う
や
っ
て
集
め
た
の
で
し
ょ
う 

か
。 実

は
、
夕
張
炭
山
の
開
坑
に
先
立
つ
幌
内
炭 

山
は
、
明
治
政
府
の
大
金
百
五
十
万
円
を
投
じ 

て
の
官
業
で
始
ま
り
、
開
坑
時
か
ら
囚
人
を
借 

り
受
け
て
労
働
力
と
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
か
し
北
海
道
開
拓
の
主
要
な
労
働
力
と
し 

て
、
道
路
・
鉄
道
・
石
炭
と
余
り
に
も
ひ
ど
い 

酷
使
に
批
判
が
高
ま
り
、
１
８
９
４
年
（
明
治 

２
７
年
）
１
２
月
、
時
の
政
府
は
囚
人
使
役
を
廃
止
し
ま
し
た
。 

囚
人
労
働
が
中
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
発
間
も
な
い
炭 

鉱
は
、
労
働
力
の
確
保
に
難
渋
し
ま
す
。 

 

１
８
９
０
年
（
明
治
２
３
年
）
開
坑
に
あ
た
っ
て
夕
張
炭
山
は
、 

東
北
を
は
じ
め
九
州
の
炭
鉱
な
ど
全
国
の
鉱
山
か
ら
経
験
を
積 

ん
だ
親
方
に
頼
り
ま
す
。 

開
坑
当
時
、
秋
田
か
ら
石
川
市
太
郎
、
九
州
三
池
か
ら
松
尾
国 

太
郎
＊
、
四
国
か
ら
大
塚
栄
太
郎
、
そ
し
て
奈
良
義
路
な
ど
が
そ 

の
配
下
の
坑
夫
た
ち
を
引
き
連
れ
て
入
山
し
、
飯
場
を
張
り
ま
す
。 

鉄
道
工
事
後
そ
の
ま
ま
残
っ
た
土
工
や
渡
り
友
子
と
言
わ
れ
る 

坑
夫
な
ど
約
１
３
０
人
が
、
飯
場
に
入
り
開
坑
に
あ
た
り
ま
す
。 

 
 

 

 

当
時
、
夕
張
炭
山
の
坑
夫
は
、
会
社
に
直
接
雇
わ
れ
て
い
る
の 

で
な
く
、
「
飯
場
経
営
主
」
と
い
う
請
負
業
に
雇
用
さ
れ
、
飯
場 

主
が
会
社
か
ら
借
り
た
棟
割
り
長
屋
に
居
住
さ
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
飯
場
主
」
が
会
社
か
ら
仕
事
を
請
負
い
、
請
け
負
っ
た
仕
事
に 

応
じ
坑
夫
を
現
場
に
送
り
込
む
一
括
請
負
人
制
度
で
し
た
。 

 

坑
夫
の
賃
金
は
会
社
が
飯
場
主
に
払
い
、
そ
こ
か
ら
飯
場
主 

は
何
％
か
（
５
～
７
％
と
い
わ
れ
る
）
を
ピ
ン
は
ね
し
支
給
し
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
は
米
味
噌
・
酒
な
ど
日
用
品
代
（
通
常
よ
り
２
割 

ほ
ど
高
い
）
す
べ
て
前
貸
し
で
、
賃
金
か
ら
の
天
引
き
で
し
た
。 

 

＊ 

末
広
墓
地
に
は
松
尾
国
太
郎
の
墓
が
あ
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

11
月
８
日
（
土
）
夕

張
市
文
化
協
会
は
ホ
テ

ル
シ
ュ
ー
パ
ロ
で
創
立

60
周
年
記
念
式
典
・
祝

賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

式
典
は
物
故
者
追
悼

後
功
労
者
表
彰
に
入
り
、

前
夕
張
市
文
化
協
会
会

長
大
島
一
昭
氏
、
同
協

会
副
会
長
奥
山
正
彦
氏

他
各
単
位
会
か
ら
短
歌

研
究
会
高
橋
一
男
氏
、

音
楽
協
会
滝
口
光
男
氏
、

書
道
連
盟
氏
家
和
子
さ

ん
、
俳
句
同
好
会
笠
原

文
さ
ん
の
６
名
に
表
彰 

状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

来
賓
の
夕
張
市
長
や

議
長
な
ど
の
祝
辞
や
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
あ
と
、

盛
大
な
祝
賀
会
へ
と
進

み
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

                   

11
月
9
日
、
建
交
労

夕

張

支

部

は

第

71

回

定
期
大
会
を
は
ま
な
す

会
館
で
開
催
し
、
運
動

方
針
の
採
択
と
新
執
行

部
選
出
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。 

 

開
会
あ
い
さ
つ
で
野

呂
義
則
委
員
長
は
「
安

倍
政
権
の
消
費
税
増
税
、

生
活
保
護
費
削
減
、
医

療
費
負
担
増
な
ど
国
民

生
活
破
壊
が
す
す
み
、

さ
ら
に
集
団
的
自
衛
権

閣
議
決
定
に
よ
っ
て
自

衛
隊
を
戦
闘
地
域
へ
送

り
込
み
戦
争
す
る
国
に

な
る
こ
と
は
絶
対
許
さ

れ
な
い
」
と
話
し
ま
し

た
。 来

賓
挨
拶
に
立
っ
た

共
産
党
く
ま
が
い
桂
子

市
議
は
介
護
保
険
制
度

の
改
悪
に
つ
い
て
「
基

準
を
厳
し
く
し
て
個
人

負
担
が
増
加
し
、
利
用

し
ず
ら
く
な
り
、
あ
き

ら
め
る
人
が
増
え
て
い

る
」
と
現
状
を
語
り
、

い
っ
せ
い
地
方
選
挙
や

そ
の
次
の
国
政
選
挙
で

政
権
交
代
を
実
現
し
政

治
を
変
え
る
取
り
組
み

に
一
緒
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
と
訴
え
ま
し
た
。 

  

            

     

 

                
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                                     

                     

くずさんの 

夕張歴史散歩⑯ 

第 71 回 建交労夕張支部定期大会 

戦争する国づくりは絶対許さず  


	民報1489号P１
	ー民報ゆうばり2014、11.16Ｐ２ (編集完了）若干手直し済みです～

